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当社グループは、
グローバル化する経済の中で、企業活動を通じて
お客さまの夢と理想の実現につながる価値ある商品・技術・サービスを開発・提供し、
新たな市場を創造することを社会的責務と考えます。

当社グループのビジョンは、
素材・加工メーカーとして進化・向上していくことです。

そのために
現在と未来のお客さま、株主のみなさま、社員に選ばれる会社
その他のステークホルダーや社会と調和する会社
を目指します。

日新製鋼株式会社では、日新製鋼グループの環境経営の考え方や環境への取り組み、社会的活動の取り組みをより多くのステークホルダー
のみなさまにご理解いただくために、2000年から「環境報告書」を、本年からは内容を充実して「環境・社会報告書」を発行しています。
この報告書を通じて、ステークホルダーのみなさまとコミュニケーションを深め、グループ全体のCSR活動の推進に向けて、今後も積極
的に取り組んでいきます。

報告対象範囲
データ関係：日新製鋼株式会社国内事業所　
活動報告：日新製鋼株式会社およびグループ会社30社

報告対象期間
原則として2009年4月〜 2010年3月

（一部対象期間外の活動も含みます）

前回報告書の発行　
2009年10月

次回報告書の発行予定　
2011年8月

参考にしたガイドライン
環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」
GRIサスティナビリティリポーティングガイドライン第３版

お問い合わせ先
日新製鋼株式会社【http://www.nisshin-steel.co.jp】
技術総括部 環境・省資源推進室
TEL（03）3216-6225　FAX（03）3287-2506
総務部 広報・IRチーム
TEL（03）3216-5566　FAX（03）3216-5546

編集方針

日新製鋼グループの経営理念
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社会的責任の達成に向けて
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日新製鋼グループは、素材・加工メーカーとして
常に進化・向上していくというビジョンの下、「現在と
未来のお客さま、株主のみなさま、社員に選ばれる
会社」「ステークホルダーや社会と調和する会社」の
実現を経営理念としています。
当社グループがこうした経営理念を実践していく

ためには、社会から高い信頼が得られるよう「良き
企業市民」として、常に社会に貢献する存在でなけ
ればなりません。このような考えに基づき、実効性
の高いコーポレート・ガバナンスの構築、法令や社
会規範を遵守するコンプライアンス最優先の企業
風土の醸成、社会の一翼を担う責任ある企業とし
て不測の事態に対応できるリスクマネジメント体制
の確立など、企業の社会的責任を着実に果たしつ
つ企業価値の最大化を図るための体制を整備し、
ＰＤＣＡ（Plan・Do・Check・Action）サイクルの実践
を通じて、その継続的強化に取り組んでおります。
また、当社グループは、社会の最重要課題である

環境保全に対して積極的に取り組むことも経営の
柱の一つとして位置付け、安心・安全な生活環境の
整備、循環型社会の形成、低炭素社会の実現、環境
負荷低減につながる各種施策や環境にやさしい商
品（エコマテリアル）の開発活動など、当社グループ
がもつ高い技術力と環境保全に対する強い思いを
結集し、環境経営に取り組んでおります。また、社
会的に注目されている生物多様性についても環境
保全の取り組みの一部として積極的な取り組みを

行っています。
当社グループでは、こうした考え方や取り組みに

ついてより多くの方々にご理解いただくため、これ
まで「環境報告書」として発刊してきた本報告書を
「環境・社会報告書」に改定し、環境経営に向けた取
り組みはもちろんのこと、当社グループが良き企業
市民としてみなさまの信頼に応え、社会的責任を全
うするための取り組みについても、これまで以上に
幅広くご報告させていただくことといたしました。
当社グループの事業活動は、お客様、株主・投資

家や地域社会のみなさま、社員などあらゆるステー
クホルダーのみなさまからのご支援があってはじ
めて成り立つものです。そのため、本報告書では、
みなさまに当社グループへのご理解を深めていた
だき、コミュニケーションを一層進めたいとの思い
から、それぞれの分野での具体的な取り組みを新
たに紹介しております。本報告書を通じて、当社グ
ループがより身近な存在になることができれば幸
いです。
当社グループは、持続可能な社会の構築に貢献

し、すべてのステークホルダーのみなさまから信頼
される存在であり続けるため、社会と調和した事業
活動を通じて環境保全をはじめとする社会への貢
献を着実に行ってまいります。今後とも当社グルー
プの事業活動や環境保全をはじめとする取り組み
に対し、一層のご理解とご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

代表取締役社長
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暮らしの中の日新製鋼
環境にやさしく高機能な日新製鋼の製品は、
オフィスや家庭をはじめ、自動車分野、鉄道や
道路などの社会インフラ、大規模施設の屋根な
ど社会のさまざまなところで活躍しています。

社　　　　　　  名 日新製鋼株式会社（英文　Nisshin Steel Co., Ltd.）
本 社 所 在 地 東京都千代田区丸の内三丁目4番1号 新国際ビル
代 　 表 　 者 代表取締役社長　鈴木英男
設　　　　　  　立 1928年（昭和3年）2月15日 〔合併・新発足1959年（昭和34年）4月1日〕
資 　 本 　 金 799億円（2010年3月31日現在）
売 　 上 　 高 連結　4,414億円（2009年度） 単独　3,451億円（2009年度）
社 　 員 　 数 連結　6,143名（2010年3月31日現在）単独　3,750名（2010年3月31日現在）
事 業 の 目 的 鉄鋼および非鉄金属の製造・加工および販売
グ ル ー プ 会 社

〈 加 工 ・ メ ー カ ー〉 日新総合建材㈱、日新鋼管㈱、日本パイプシステム㈱、月星アート工業㈱、日研ステンレス継手㈱、
 水上金属工業㈱、サンウエーブ工業㈱、三晃金属工業㈱、中国工業㈱、モリテックスチール㈱、㈱日阪製作所

〈商　社　・　加　工〉 日本鐵板㈱、月星商事㈱、㈱カノークス、大阪ステンレスセンター㈱、㈱ステンレスワン、日輪鋼業㈱、
 石田金属㈱、MSSステンレスセンター㈱、岩田鋼鉄㈱、㈱プロスチール

〈原　材　料　供　給〉 日新サンソ㈱、周南紙業㈱、宇部日新石灰㈱、周南酸素㈱
〈運　　　　　　　輸〉 月星海運㈱、新菱海運㈱
〈整備保全・サービス他〉 日新工機㈱、新和企業㈱、エヌアイ情報システム㈱

会社概要

農酪分野 耕運機、堆肥舎
農業資材ほか

農業ハウス骨材（ZAM®）

道路

高速道路遮音壁（ZAM®）

住宅分野

太陽光発電関連（ZAM®） 住宅屋根・壁（月星GL カラー／セリオス)

住宅構造材、建築金物ほか遮音壁、駐車場部材ほか

大規模施設 体育館、美術館
鉄道駅舎ほか

スタジアム屋根（ステンレス）
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売上高

経常利益

純利益

粗鋼生産量推移

オフィス エアコン、コピー機、事務機器ほか

パソコン部品（月星ジンク） コンセント枠（ZAM®）

家電分野 冷蔵庫、炊飯器、液晶テレビほか

洗濯機（テクスター） 電子レンジ（機能性プレコート鋼板）

自動車分野 エンジン部品、排ガス部材ほか

ワイパーロッド（ZAM®） ダイヤフラムスプリング（特殊鋼）

鉄道 鉄道車両、橋梁部材ほか

鉄道用防風板（ZAM®）
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クールタイプ（熱反射性）とクリーンタイプ（防汚性）。
二つのタイプをそろえたエコな外装建材として
日新製鋼は 2009 年秋、「月星 GL カラー鋼板／セリオス」の発売を発表した。
その影には、時代のニーズを先取りし、新たなマーケットを創造する開発物語があった。
現代建築にふさわしい新たなカラー鋼板の誕生。
日新製鋼らしい商品開発の姿をレポートする。

エコロジーが
新製品のコンセプト

設立50周年を2年後に控えた2007
年秋――。

建材販売部塗装・建材チームと建材総
合開発室塗装・建材開発チームのメン
バーは、連日議論を重ねていた。その議
題とは、日新製鋼50年の技術を結集し
た新しいカラー鋼板の開発である。建材
販売部塗装・建材チームの紀ノ岡宏則は
当時をこう語る。「建材需要の縮小が進む
中、ほかの素材より優れ、新しいマーケッ
トを創造できるようなカラー鋼板の開発

は当社にとって差し迫った課題でした。
それに2009年は会社の設立50周年だ
けでなく、初代の月星カラー発売からも
50周年です。そのタイミングで、当社の
技術の粋を集めた新たなカラー鋼板を市
場に投入したいと考えました。」需要家密
着型の営業でつかんだ顧客ニーズや住宅
業界の市場動向などさまざまな情報を検
討した結果、紀ノ岡たちは一つのコンセ
プトに辿り着いた。それは「エコロジー」
である。地球温暖化対策が世界的な課題
となっている今、建材分野でも長寿命化
や省エネ化、素材のリサイクル性が注目
を集めている。そうした時代のニーズに

まっ先に応えることを製品開発のコン
セプトにしたのである。そして、そのコ
ンセプトを具現化するために開発した
のが、2009年秋にリリースされた「月星
GLカラー /セリオス」だ。

当時の社内には、外装建材事業を進め
る上で強い危機感があった。塗装・建材
開発チームの城倉貴史は振り返る。「鋼板
メーカー各社が、次々と高機能カラー鋼
板を市場に投入し、競争が激化していま
した。当社は新たな手を打たねばならな
かったのです。」日新製鋼には、住宅の屋
根や外壁用表面処理鋼板として「月星GL
カラー」「月星GLカラーつや消し」とい
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塗装・複合材料研究部塗装第一研究チーム
チームリーダー　矢野 宏和

や消し系カラー鋼板については初の試み
だった。

その塗料開発に当たった塗装・複合材
料研究部塗装第一研究チームのチーム
リーダー、矢野宏和は当時をこう振り返
る。「つや消し系塗料には、表面をザラリ
とした仕上がりにするために骨材などさ
まざまな材料を入れます。顔料や親水化
剤、骨材などの種類や配合によって親水
性や耐疵付き性、塗料の貯蔵安定性が悪
くなるといった多くの問題が出ます。そ
れらの問題点を各成分についてすべて検
証し、不具合が出た場合は原料にまでさ
かのぼって見直しました。」こうして研
究が開発した新製品用の塗料は、市川製
造所品質保証チームへと引き継がれた。
2008年も初夏になろうとしていた。

新製品にもっとも適した
生産ラインを構築する

製造所の品質保証チームでは、新製品
用の塗料を用いた生産ラインでのテスト
が行われた。その結果、大きな問題があ
ることが分かった。塗装条件の微妙な違
いによって、局部的なムラや全面的にス

う基幹商品があるが、遮熱性や防汚性は
備えていない。「月星GLカラー」に遮熱
性を付与した「涼くん」、防汚性を付与し
た「肌美人」はどちらも補完商品という位
置付けだった。「日新らしい鋼板とは何か
模索する日が続きました。関西や東北の

お客さまを訪ね歩いてヒアリングを重ね
る毎日でした。」マーケットのニーズは、
遮熱性と防汚性にあった。「リサイクル可
能な鋼板に、環境に配慮した遮熱性と防
汚性の機能が加われば、もっとエコな鋼
板になると考えたのです。」既存ライン
ナップを統合し、遮熱や防汚機能を標準
装備した外装建材こそ日新製鋼らしい製
品だ、という結論になった。

想いが合致した販売と開発の共同提案
は市場総合会議にかけられ、プロジェク
トとして承認された。一刻も早い市場投
入に向け、プロジェクトがスタートした
とき、既に2008年も春を迎えようとし
ていた。

遮熱性と防汚性を付与し
た新たな塗料をつくる

新製品はエナメル系カラー鋼板の遮熱
タイプと防汚タイプ、つや消し系カラー
鋼板の遮熱タイプと防汚タイプの計4製

品を標準品として開発す
ることになった。また、つ
や消し系カラー鋼板には耐
疵付き性も付与する。そし
て、カラーバリエーション
は標準色として38色を用
意。「月星GLカラー」の標準
色は11色だったが、それが
3倍以上に増えることにな
る。新製品に標準として盛
り込む遮熱性や防汚性を月
星GLカラーに付与する技
術も確立している。いわば
日新製鋼の技術の集大成と
もいえるが、完成までには
いくつもの越えなければな
らないハードルがあった。

その一つが、それまで業
界になかった、つや消し系カラー鋼板に
防汚性を付与することだ。油など有機系
の汚れはカラー鋼板の塗膜
と親和性があるため、塗膜
と汚れがくっつき、水をか
けても汚れが流れ落ちるこ
とはない。そこで、塗膜に
親水性を持たせて水が塗膜
と汚れの間を流れるように
し、水で汚れを落とすとい
うのが防汚性のメカニズム
だ。そうすることで、カラー
鋼板の屋根や外壁の汚れを
雨水で落とすことができ
る。日新製鋼ではエナメル
系カラー鋼板に防汚性を付
与する塗料開発は10年ほ
ど前から行っており、その
技術も確立しているが、つ

建材総合開発室塗装・建材開発チーム
サブリーダー　城倉 貴史
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ジ模様が出るといった現象が起き、安定
した外観を保つことが非常に難しかった
のである。それは、遮熱性や防汚性、耐疵
付き性を付与するために塗料の設計を変
えたことによるものだった。

その問題を解決するために、製造所の
川野辺啓之は徹底したテストを行った。

「生産ラインでは、ドラム缶から塗料パ
ンに塗料を補給し、その塗料を循環させ

るという方式をとっています。塗料パン
にはロールが入っていて、そのロールが
回転することで塗料を鋼板に転写させる
のですが、例えば従来の塗料に対し、遮
熱性、耐疵付き性を加えた粘度の高いド
ロドロした塗料が塗料パンを流れるの
と、防汚性を高めた水のような塗料が流
れるのとではまったく条件が異なってき
ます。そこで、塗装条件を一から見直し、

テストを繰り返すことで最適条件を見つ
けることにしたのです。」ロールが塗料に
触れる面積、ロールが回転する速度、塗
料を流す速度など条件を変えた塗装テス
トを何度も何度も繰り返し、塗装条件と
外観の関係について確認を行った。そし
て、ついに川野辺のチームは新製品に最
も適した塗装条件の確立に成功したので
ある。

川野辺たちがもう一つこ
だわったのが、「つや消し」
の外観を守りつつ、遮熱性、
防汚性、耐疵付き性の機能
をいかに融合させるかとい
うことだった。もともと日
新製鋼のつや消し系カラー
鋼板は、ザラつきの度合い
が深いシックな仕上がり
が特長で、それは社員の自
慢でもあった。その日新製
鋼の「つや消し」の意匠性を
守りながら機能を付与する
という二つの命題をクリア
するため、川野辺のチーム
は塗料の調整と塗装方法の
見直しを繰り返した。そう
やって完成した試作板を見

たとき、販売の紀ノ岡はその技術力の高
さに感動を覚えたという。「これだけつや
消しの風合いが深く、なおかつ防汚性を
付与したのは業界初です。苦労を重ねて
開発してくれた新製品は、私たちが絶対
に市場に拡めてみせると改めて決意しま
した。」

試作品の評価で出た
思わぬ不具合

試作品の完成が近づいた2008年9
月、塗装・建材開発チームでは、全国各地
の工務店や板金業者などに試作品を評価
してもらうための準備に追われていた。
新製品は塗膜の設計が変わる。そのため、
試作品をコイルで輸送しても疵がつかな
いか、成形機を通したときに塗膜に割れ
が生じたりしないか、その成形品を輸送
しても大丈夫か、屋根や外壁として実際
に施工したときに不具合が生じないかな
ど、あらゆるテストを行うのである。

城倉は当時をこう振り返る。「時間との
闘いでした。2009年10月に市場投入
するために、1月から生産をはじめて在
庫を確保するというスケジュールを組ん
でいました。1月までに全国で評価を行
い、不具合が生じた場合は製品を改良し、
再評価を行って完成させなければなら
ない。そのための時間はわずか3 ヵ月で
す。」タイトなスケジュールのなか、北海
道、東北、名古屋、大阪などで新製品の評
価が行われた。城倉たちのチームはもち
ろん、川野辺たちのチームも全国に散ら
ばって、実際に製品を使った板金業者な
どの評価を丹念に聞き取った。
「そのなかで、北海道や東北地域のお

客さまからすべりやすいという課題が出
たのです。」関東より南の地域ではカラー
鋼板はおもに住宅の外壁として使用され
るが、雪が深い北海道、東北地域では軽
量なカラー鋼板を屋根材として使うこと
が多い。屋根を施工するため、カラー鋼
板を何枚か重ねて屋根の上に置いたとき
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に鋼板がすべるというのだ。「それで、す
ぐに製造所に連絡して、北海道、東北地
域用としてカラー鋼板の裏面をすべりに
くくしてほしいと依頼しました。」

それを受けた川野辺のチームは、ただ
ちに裏面の塗膜の改良に取りかかった。
塗料には通常ワックスを入れ、ある程度
のすべりを確保する。輸送の際にカラー
鋼板同士がこすれても疵がつかないよう
にするためだ。すべり性を変えるには、
ワックスの添加量と樹脂の組み合わせ、
つや消し剤の種類などを変える必要が
ある。何種類もの塗料を名刺サイズほど
に切った鋼板に塗装し、触感テストとす
べり角度テストを重ね、成分を調整して
いった。2 ヵ月後、裏面がすべりにくい
製品を完成させた川野辺は、それを北海
道の板金業者に届けた。その店主は川野
辺に言った。「うん、今回のはいいね。」

星々のなかで
ひときわ明るく輝く星へ

2008年秋――、市川製造所に販売の
紀ノ岡たちの声が響いた。
「これじゃ駄目です！　今までの日新

カラーにもっと近づけてください！」開
発の最終段階の色出しで、川野辺のチー
ムがあげた試作品に、販売が注文をつけ
たのだ。これで3度目だった。一瞬、険悪
な雰囲気が流れた。しかし、紀ノ岡たち
は一歩も退かない。川野辺は受話器を取
り上げ、塗料メーカーに塗料のつくりな
おしを依頼した。「黒や茶など日新製鋼の
伝統色といってもよい色があります。日
新のつや消しの黒は漆黒で、いい色です。
私たち販売はその日新カラーが自慢でし
た。しかし、遮熱性を付与すると、塗料の
色がどうしても薄くなる。遮熱性という
新機能を付与したからといって、日新カ
ラーをあきらめていいのか。いや、あき
らめたくない。それが私たち販売の思い
でした。」と紀ノ岡は言う。

一 方 で、紀 ノ 岡 た ち の
チームは新製品のブランド
ネームを考えていた。社内
で募集を行い、検討を重ね
た結果、これしかないとい
うブランドネームに思い
至った。それが「セリオス」
である。そのブランドネー
ムに込めた日新製鋼の思い
を紀ノ岡はこう語る。「セリ
オスは、星々の中でひとき
わ明るく輝く恒星シリウスのギリシャ語
源で、“光り輝くもの”という意味です。
シリウスには主星と伴星があり、伴星
は主星の周りを50年周期で回っていま
す。日新製鋼の設立と月星カラーの誕生
からちょうど50年。シリウスの伴星が
新しい周期に入るように、月星カラーも
セリオスとして新しく生まれ変わる。そ
んな思いを込めた名前です。」

秋が深まったころ、紀ノ岡たちのチー
ムは市川製造所にいた。4度目の色出し
を確認するためである。試作品を一つひ
とつ時間をかけて見た紀ノ岡は川野辺
に言った。「これでいきましょう。ありが
とうございました。」2009年1月、市川
製造所では新製品の本格生産がはじまっ
た。そして、同年10月、日新製鋼は設立
50周年を飾る新製品セリオスを市場に
送り出した。星々のなかでひときわ明る
く輝く星となることを願いながら――。

安全でエコな素材で
人びとの暮らしに貢献する

セリオス誕生から1年余を経た今、セ
リオスについての資料請求は1,500件
を超える。そのうちの800件が施主、残
りの700件は設計事務所からだという。
セリオスでの市場拡大の試みは、着実に
成果を上げている。城倉はいう。「SELiOS
というロゴには、Safe・Eco・Lifeとい
う意味が込められています。安心・安全

な屋根・壁素材であること、長寿命でリ
サイクル可能なエコ素材であること、そ
して人びとの暮らしに貢献すること。そ
れはセリオスのコンセプトであると同
時に、私たち日新製鋼の姿勢でもありま
す。」建材は10年以上の耐用年数が求め
られる。その耐久性をさらに高めてい
きたい。「それには、今まで以上にお客さ
まのご要望をお聞きするきめの細かい
サービスに基づいた開発が必要になりま
す。」城倉たちはもう一歩先を既に見据え
ている。
「環境に対する要求は、ますます高ま

るでしょう。現在は塗装鋼板すべてのク
ロムフリー化を目指しています。私たち
は環境にやさしい商品を市場に提供し続
けていくために、常にニーズのその先を
意識しています。」矢野も日新製鋼のエコ
マテリアルをさらに進化させようとして
いる。

販売から製造ラインまですべての部門
が一体となってセリオスを生み出したよ
うに、新たな環境貢献に向けて日新製鋼
の環境への挑戦はこれからも続く、さら
なる輝きを見つけるために。

建材販売部塗装・建材チーム
主任部員　紀ノ岡 宏則
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日新製鋼では、経営の信頼性の向上、意思決定の迅速化、適切な業務執行をテーマとしたコー
ポレート・ガバナンスの充実を経営上最も重要な課題の一つと位置付け、その強化に取り組ん
でいます。 

当社は、コーポレート･ガバナンスの充実、強化を経営
上の最も重要な課題の一つとして位置付け、社会規範を
尊重、良識をもって行動し、また経営全体の効率性、信頼
性（透明性・公平性・責任）をさらに高めていくことを通じて
企業価値の最大化をはかり、現在と未来のお客さま、株主
のみなさま、社員に選ばれる会社、そのほかのステークホ
ルダーや社会と調和する会社を目指しています。こうした
基本的な考え方の下、迅速かつ的確な意思決定と業務執
行による企業競争力のさらなる向上を目指し、経営と業務
執行の分離と、責任と権限の明確化を図るために執行役
員制度を導入しています。

これにより、取締役会は経営戦略の創出と業務執行の
監督という本来の機能に特化し、社長以下業務執行部門
は取締役会が策定した経営理念と経営方針に従って職務
を執行しています。業務執行の重要な事項については、業
務執行の最高責任者である社長を議長とする経営会議に
て審議の上決定しています。 

当社は、監査役会設置会社として、社外監査役が過半
数を占める監査役が取締役会と取締役の職務執行の適
法性を監査しており、特に常勤の監査役にも社外監査役
を置くことにより、客観性・中立性も含め、監視機能の充
実をはかっています。

また取締役会も、経営および業務執行に対する実効的
な監視・監督の確保を目的に、業務執行状況の報告を受
けるとともに、取締役の職務執行を相互に監視・監督して
います。

さらに、内部監査部門として、業務執行部門から独立し
たコンプライアンス・監査部が定期的に内部監査を実施
しており、加えて、社長を委員長、企業倫理担当役員を副
委員長とするコンプライアンス委員会が全社のコンプラ
イアンス状況を監督しています。 

経営意思決定の仕組み 経営監視の仕組み

コーポレート・ガバナンス

取締役

取締役会

監査役
社外監査役 会計監査人

監査役会

株主総会
（選　任）

（報　告）（報　告）

（報　告）

（選　任） （選　任）

は報告、指示、監査等を表す。

経営会議

議 長：社 長
リスクマネジメント委員会

委 員 長：社 長

コンプライアンス委員会
委 員 長：社 長

副委員長：企業倫理担当役員

社　長

執行役員 企業倫理担当役員

内部監査部門
（コンプライアンス・監査部）従業員

経
営
戦
略
創
出

と
監
督

業
務
の
執
行

社外弁護士 通報制度

コーポレート・ガバナンス体制図
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日新製鋼グループは、法令遵守だけでなく、社会の良識である社会規範の遵守も重要であると
いう認識の下、全グループ社員でコンプライアンス最優先の企業風土を目指しています。 

当社は、溶融亜鉛めっき鋼板の販売に関する独占禁止
法違反の行為があったとして、2009 年 8月に公正取引委
員会から排除措置命令および課徴金納付命令を、同年 9
月に東京地方裁判所から有罪判決を受けました。当社は
かかる事態を厳粛に受け止め、社外の有識者で構成され
る第三者委員会の助言、評価をいただき、再発防止策を策
定してコンプライアンス向上の取り組みを進めています。

また、再発防止策の一環として定めた「コンプライアン
ス宣言」では、「コンプライアンスに反するリスクを犯さな
ければ得られないような利益はこれを求めず、かつ認めな
い」とする価値観、すなわちコンプライアンス・ファースト
を宣言し、これを企業風土として定着させる取り組みを強
力に進めています。 

当社では、法令遵守のみならず、社会規範を尊重し良識
をもって行動することが企業の重要な基盤と考え、「コン
プライアンス宣言」、「企業行動基準」、「行動規範」を定め
ています。また、コンプライアンスにかかるガバナンスの
強化のため、コンプライアンス推進体制の強化に努めて
います。

コンプライアンスに関する問題を早期に発見し、解決す
るため内部通報制度（コンプラ・ホットライン）を設けてお
り、当社グループ＊に在籍する社員、派遣社員など全社員
が利用可能です。受付窓口は利用者の便宜のため、社内

だけでなく社外に弁護士、専門事業者の二つを設けてい
ます。
  

★「コンプライアンス宣言」、「企業行動基準」、「行動規
範」ハンドブックの全社員への配付
★「コンプライアンス教育」の開催（2009 年度は企画系
社員約 1,000 名が受講）
★企業倫理学の分野で著名な慶應義塾大学梅津光弘准教
授による「倫理的意思決定の研修」の開催（2009 年度は
本社で 6 回開催、延べ約 180 名受講）
★「コンプライアンス意識調査」の実施（2009 年度は企
画系社員約 1,000 名を対象） 

会社情報や個人情報についての厳格な保全・管理が社
会的に求められるなか、当社は「情報管理規程」、「個人情報
取扱規則」、「個人情報取扱の手引き」を制定し、情報管理
体制を構築しました。今後も事業環境の変化等を踏まえ、
情報管理のさらなる徹底に努めてまいります。

当社は、反社会的勢力に毅然として対応し、一切の関
係を断絶する旨を「企業行動基準」と「行動規範」に明記し
ています。また、2008 年には「反社会的勢力対応規程」を
制定し、かかる勢力への対応体制や責任者を明確に定め
ており、警察・弁護士など外部専門機関と連携を取りつ
つ、グループ全体で適切な対応をとってまいります。  

コンプライアンスに対する
取り組み姿勢

コンプライアンス推進体制

コンプライアンス推進活動

内部通報制度

反社会的勢力への対応

情報管理に向けた取り組みコンプライアンス推進体制図

コンプライアンス

委員長: 社  長
副委員長: 企業倫理担当役員
委　 員: 総括・管掌役員
外部委員: 顧問弁護士

コンプライアンス委員会

職
制

勧告
指示

社　長

企業倫理
担当役員

コンプライアンス・
監査部

総括・管掌役員

本社部長・事業所長・部長

チームリーダー・課長

所属員

各組織が自律的に
コンプライアンスに取組む

相談・通報 コンプラ・ホットライン

コンプライアンス教育実施風景 コンプライアンス宣言、企業行動
基準、行動規範（ハンドブック）

＊連結子会社 ( 日新総合建材、日新鋼管、日新工機、新和企業、月星海運、月星商事 )
　および日本鐵板   
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日新製鋼では、当社経営の基本方針である「現在と未来のお客さま、株主のみなさま、社員に
選ばれる会社」「その他ステークホルダーや社会と調和する会社」を実現すべく「リスクの発現
予防」と発現したときの「危機対応」を適切にマネジメントする体制を整備しています。 

環境保全、安全・防災、品質管理、情報管理など各部門
に内在するリスクも含め、当社グループの事業に重大な影
響のあるリスクを全社で一元的に管理すべく、社長を委員
長とするリスクマネジメント委員会を中心としたリスクマ
ネジメント体制を整備し、全社的なリスクマネジメント活
動を推進しています。 

当社の事業継続の基本は、日常のリスクマネジメン
ト活動の一つひとつを着実に推進していくことだと考
えています。さらに、不測の事態によって生じる事業
中断のリスクを最小限に留めるために、事業継続計画

（BCP:Business Continuity Plan）の策定を進めています。
うち、最優先で取り組むべき重要リスクを「基幹ライン
の長期停止リスク」とし、2009 年度に「呉製鉄所熱延ラ
インの操業停止」をテーマとした BCP を策定しました。 

リスクマネジメント体制

BCP の取り組み

リスクマネジメント体制図

当社のリスク類型

リスクマネジメント

【区　　分】

【活動内容】

【活動単位】

【全体統括】

リスク発現前対応

予防的リスクマネジメント

◇リスク発現の予防対策
◇リスク発現時の被害軽減対策

「セグメント」＞「事業所」＞「各部署」

「リスクマネジメント委員会」……全体統括と重要リスクの一元管理

◆リスク発現時の緊急対応
　①状況把握　②安全確保　③被害拡大防止　④復旧対応
　⑤顧客対応　⑥広報対応　⑦地域との協調および地域への貢献
◆リスク発現後の復旧・復興対応
　①設備復旧　②顧客対応　他

◆危機に備えた事前の取り組み・
　具体的対応マニュアルの作成（地震・環境）

危機対応（クライシスマネジメント）

「危機対策本部」　　「関連事業所」

リスク発現後対応

リスク
発現

 Voice

経営方針の実現のためには、リスクをいち早く察知・把
握し、適切にコントロールする仕組みの構築とその運営
が基本です。リスク発現時には、安全と被害拡大防止を
最優先に、地域社会と協調して対応します。

当社では全員参加のリスクマネジメント活動が基本で
す。全社員が日常業務で起こり得るリスクを的確に把握
し、管理することが大切で、隠れたリスクを「観える化」し、
いち早く対策を取るために「リスクに対する感性と現場
力」を高める必要があります。

当社を取り巻く環境は日々変化し、事業リスクは増大
かつ多様化しています。いか
なるリスクにも素早い対応
ができるよう、グループ一体
で取り組んでいきます。

全員参加のリスクマネジメント 

取締役 常務執行役員
水元　公二 

類型 内容 統括

戦略リスク 会社経営を行うなかで戦略的な意思決定を行う際に発生する
リスク 取締役会、経営会議

コンプライアンスリスク 法令、社会的規範やこれらに基づく社内規定類に違反するこ
とにより、当社利益や信用力が大きく損なわれるリスク コンプライアンス委員会

業務プロセスリスク 通常の事業活動に関わるリスク リスクマネジメント委員会
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環 境 報 告
Environment Report

地球にやさしいものづくりと、
地球環境を守る「エコマテリアル」の開発に全員で取り組むこと。
 
日新製鋼グループは、

「環境保全」を経営の根幹に位置付けて、
未来へとつながる環境経営を実現します。
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取締役会
経営会議（全体方針の決定）

議長　社　長

開発戦略会議（環境保全に貢献する商品の提供）

商品開発部 マーケット開発部  建材総合開発室  技術研究所  各販売部  技術総括部
●環境対応商品　環境保全に対応した商品の開発　有害物質削減対応商品の開発
●有害物質規制対応　全廃期限・抑制基準が定められた物質の自主的削減目標の達成

議長　開発・研究担当役員
環境・エネルギー会議（生産工程における環境負荷低減活動）

技術総括部　各製造所　経営企画部　総務部　購買部
●有害物質規制対応　全廃期限・抑制基準が定められた物質の自主的削減目標の達成
●環境マネジメント　行政・地域・国際的環境管理動向への的確な対応戦略の決定・推進
●リサイクル　職場からの廃棄物抑制　発生物の利材化
●省資源　資材の削減による省資源工場の実現
●省エネルギー　COP3対応およびコスト低減の推進
●環境コミュニケーション　情報公開対応　新規制対応調査

議長　環境担当役員

●グループ会社環境情報連絡会

Environment Report マネジメント 環境マネジメント　

ISO14001＊1 認証の環境マネジメントシステムを軸とし
て、大気、水質、土壌等への環境負荷低減に取り組むとと
もに、事業活動全段階において省資源、省エネルギー、リ
サイクルの推進に取り組みます。

お客様のニーズや社会動向、LCA＊2 的視点を踏まえた
環境配慮型商品（エコマテリアル）を開発することにより、
環境調和型社会、循環型社会の構築に貢献します。

当社グループでは、原材料の購入から商品の輸送、副
産物の再資源化、環境保全型プラント開発に至るまで、グ
ループ全事業を連携させて環境負荷低減活動に取り組み
ます。また地域社会の一員として、環境問題の重要性を認
識し、市民、行政、他企業とコミュニケーションを図りなが
ら環境保全活動や地域づくりに努めます。

日新製鋼は、すべての企業活動における環境負荷の低減と環境保全に貢献する商品の提供を
行うために、国際規格 ISO14001の認証取得や環境アセスメントシステムの運用など、環境マ
ネジメントシステムを構築しています。

環境保全基本方針

当社は、環境経営の推進のために環境管理推進体制を
整備しています。全体方針を経営会議にて決定し、生産
工程における環境負荷低減活動については環境・エネル
ギー会議で、環境保全に貢献する商品開発については開
発戦略会議で推進を行っています。

また、2010 年 4月には技術総括部の中に「環境・省資源
推進室」を設置し、環境改善や省資源化への取り組みを強
化しています。

環境管理推進体制

 Voice

「環境保全は当社経営の根幹」との認識の下、生産工程
における環境負荷低減活動、エコマテリアルの提供、日
新製鋼グループの全員参加、の三点を環境経営の柱とし
て推進しています。

工場ではゼロエミッション化を進め、鉄鋼スラグのリ
サイクル率はほぼ100％です。また、地球温暖化防止に
ついてはその重要性を強く認識し、日本鉄鋼連盟の「鉄
鋼業の環境保全に関する自主行動計画」達成に向け、省
エネルギー設備導入を推進中です。CO2削減に向けた社
会的責任は増大していると認識しており、さらなる活動
の活性化に取り組みます。

2010年4月には、環境・
省資源推進室を発足させ、
社内外の人材・資源を集中
し環境経営のグレードアッ
プを図っています。
取締役 常務執行役員
成吉　幸雄

環境経営のグレードアップを図る
1. 生産工程における環境負荷低減活動

2. 環境保全に貢献する商品(エコマテリアル)の提供

3. 日新製鋼グループの全員参加

＊1　ISO14001：国際標準化機構の環境マネジメントシステムに関する規格	
＊2　LCA： ライフサイクルアセスメント。原材料採掘から製造、使用、廃棄に	
	 わたる環境負荷を評価する手法

⑴自主技術・商品開発を通じた社会貢献
⑵環境アセスメント体制の強化
⑶省エネルギーの推進（地球温暖化防止対応）
⑷社員各層への地球環境意識の徹底
⑸環境管理システムの永続的自主改善
⑹地域融和の維持

環境保全に関する行動指針
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省エネルギー対策

高炉炉頂圧回収発電設備
（2基合計１８MW）
転炉ガス排熱回収設備
（転炉185t/ヒート）
酸素発生装置高効率化
（7号機24千Nm3/h）

加熱炉高温スラブ装入
（ホットチャージ率75％）

溶銑・溶鋼鍋耐火物
乾燥燃料
乾燥排ガス
燃焼

リジェネ
バーナー化
（従来バーナー
から改善量）

削減エネルギー

エネルギー
種類

電力

蒸気

電力

A重油

都市ガス

C重油

TJ/年

1440

430

122

77

37

1210

55

26

5

5

2

86

CO2削減

千t-CO2/年

事業所

日新
総合建材㈱ 2001/5/25

取得年月日 登録範囲 登録番号

JSAE
381

金属板の加工（ロール成形、裁断、プレス、樹脂との複
合化等）ならびに表面処理（塗装、溶融亜鉛めっき）およ
び加工品の組み立てにおける①省エネルギー（電力お
よびガス使用量の削減）、②省資源（製品歩留り向上）、
③廃棄物の削減と再資源化、を推進するための環境マ
ネジメントシステム

ステンレス鋼板およびその他金属部材を使用した意匠
製品の設計、製造および加工、営業

鉄鋼製品、金属類、建設材料、金属加工機械、電機・電子
機器の販売およびコンピュータシステムの開発・販売・
修理

鋼管の製造および販売に係わる事業活動

鉄鋼製品および建設部材の卸売および事務所活動

月星
アート工業㈱

2006/1/21 YKA400
3540/J

日本鐵板㈱ 2004/4/23
ほか

C2007-
00701

月星商事㈱ 2006/3/24 MSA-
ES-507

日新鋼管㈱ 2010/3/25 E-2086

事業所

堺製造所 1998/3/2

取得年月日 登録範囲 登録番号

E-027鋼板および鋼帯（熱間圧延製品、冷間圧延製品および
表面処理鋼板製品）の製造に係わる事業活動

鉄鋼製造ならびに廃棄物の処理（混合・造粒）および再
生に係わる事業活動

ステンレス鋼板および鋼帯ならびに耐熱鋼板および鋼
帯の製造に係わる事業活動

溶融めっき製品、塗装製品およびステンレス箔製品の
製造に係わる事業活動

鋼板および鋼帯製品（熱間圧延・冷間圧延・溶融めっき
各製品）の製造に係わる事業活動

溶接ステンレス鋼管の製造に係わる事業活動

鋼板および鋼帯の製造に係わる事業活動

呉製鉄所 1999/1/25 E-054

大阪製造所 1999/3/5 E-061

周南製鋼所 1999/3/5 E-064

市川製造所 1999/3/5 E-066

尼崎製造所 2000/6/22 E-146

東予製造所 2001/9/20 E-326

環境マネジメント　
Environm

ent
Report

当社では、2001年9月までに7製造所すべてにおいて
ISO14001の認証を取得し、本システムに基づき環境保
全に取り組んでいます。2009年度には、堺製造所と尼崎
製造所で更新審査を受け、ISO14001の認証を更新しまし
た。また、日新鋼管(株)が新たに認証を取得するなどグ
ループ会社でも順次認証取得に取り組んでいます。

商品を開発するため、LCA＊の活用も検討しています。

当社は、大気汚染防止対策や水質汚濁防止対策等、積
極的に環境対策投資を実施しています。その投資額累計
は、公害対策基本法が成立した1967年以降693億円に
なります。また、積極的に省エネルギー対策にも取り組み、
省エネルギー対策投資額累計は、第一次石油危機の1973
年以降1,843億円になります。

ISO14001 認証取得状況

環境会計

ISO14001 認証取得状況一覧
●当社 ISO14001 認証取得状況

●グループ会社 ISO14001 認証取得状況

●省エネルギー投資の効果について（当社実績）

■省エネルギー投資額累計（全社）

■環境投資額累計（全社）

＊  鉄鋼 LCA は、製鉄原料の採掘、輸送から鉄鋼商品が出荷されるまでの間に使用
される資材やエネルギー、排出される物質を明らかにし、それが環境に与える
影響を評価する手法です。これにより環境負荷の小さい商品や生産プロセス
の選択が可能となります。現在、世界鉄鋼協会、日本鉄鋼連盟、ステンレス協
会で鉄鋼商品の LCA を研究しており、当社も環境と人にやさしい商品提供の
ために参画しています。

当社は、環境アセスメントシステムを構築して、生産工
程の環境・防災アセスメントを行っています。購買、製造、
販売、リサイクルに関するアセスメントは、環境マネジメン
トシステムに基づいて実施し、商品開発においては、環境
保全、環境改善に寄与する商品開発のための商品アセス
メントを行っています。また、環境調和型社会に適合する

環境アセスメント体制

（年度）

（億円）

1967

500
600
700
800

400
300
200
100
0

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2009

1973

1,000
1,200
1,400
1,600

600
400
200
0

1985 1990 1995 2000 2005 （年度）20091980

1,800

（億円）
2,000

800

※ TJ（テラジュール）：T（テラ）は10 の12 乗、J（ジュール）はエネルギーの単位
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Environment Report マネジメント 環境保全活動の  歩みと2009年度活動実績　
日新製鋼は、長年にわたり取り組んできた環境保全活動を土台としながら、環境保全基本方針
に対する目標を設定し、具体的な取り組みを推進しています。

年代 商品を通じた環境貢献（エコマテリアル） 環境管理体制の構築 社会の動き
■世界　　　●日本

1967 ●公害対策基本法制定
1969 尼崎・神崎工場・公害防止協定締結（兵庫県と尼崎市）
1970 アルスター鋼板（高耐食・長寿命、高熱遮蔽性） 全社に公害対策委員会設置 ●公害関連 14法制定
1971 ベーナイト鋼（省エネルギー） 市川工場・公害防止協定締結（市川市）

全事業所に環境管理担当部門設置
「公害防止規程」「環境管理規程」制定
「環境・利材会議」発足

●環境庁設置
●公害防止組織整備法制定

1972 呉製鉄所・公害防止協定締結（広島県と呉市）
全社に工場緑化プロジェクト発足

■国連「人間環境宣言」採択

1973 周南製鋼所・公害防止協定締結（周南市）
社内NOx対策委員会発足

■第一次石油危機
●公害健康被害の補償等に関する法律制定

1976 鉄連スラグ資源化委員会に参画
1977 ファインブランキング用特殊鋼（加工負荷低減）
1979 ■第二次石油危機

●�省エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）制定
1982 耐候用アルスター鋼板（長寿命建築物）
1987 PPC（ピンポイントカーバイト）鋼（省エネルギー） ■モントリオール議定書採択
1988 ■ IPCC設置
1989 呉・ふれあいの森造成開始 ■有害廃棄物の国境移動に関するバーゼル条約
1990 廃棄物高温焼却炉用ステンレス鋼
1991 自動車用ハイテン鋼板（軽量化、省エネルギー） ●経団連「地球環境憲章」制定

●リサイクル法制定
1992 ■地球サミット（リオデジャネイロ）

●廃棄物処理および清掃に関する法律改正
1993 「環境に関する行動指針」策定 ●環境基本法制定
1994 エキゾースト・マニホールド用ステンレス鋼（自動車排ガス浄化）

高耐食性ステンレス（長寿命建築物）
「環境保全行動計画」策定 ●環境基本計画策定

1995 Zn-Al 合金めっき鋼板（長寿命化）
熱処理省略型高強度ステンレス鋼（省エネルギー）

■気候変動枠組COP1（ベルリン）
●容器リサイクル法制定

1996 「鉄鋼業の環境保全に関する自主行動計画」（鉄連）策定 ■ ISO14001 発効
1997 Ｗコートステンレス鋼（廃棄物削減）、抗菌ステンレス鋼 ■気候変動枠組COP3（京都議定書採択）
1998 中間焼鈍省略型高加工用ステンレス（省エネルギー）

高加工用特殊鋼（工程省略）
堺製造所 ISO14001 認証取得
PRTR 調査開始
東予製造所・環境保全協定締結（愛媛県と西条市）

●地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）制定
●家電リサイクル法制定

1999 クロムフリー処理めっき鋼板
Uコートステンレス鋼（廃棄物削減）

呉製鉄所、周南製鋼所、大阪製造所、市川製造所
ISO14001 認証取得

● PRTR 法制定
●ダイオキシン類対策特別措置法制定

2000 アルスターを鉛レス燃料タンクに適用
Zn-Al-Mg 複合めっき鋼板（ZAM®）
ディーゼル排ガス浄化装置

東予製造所竣工
商品MSDS発行開始
尼崎製造所 ISO14001 認証取得

●循環型社会形成基本法制定

2001 電気亜鉛めっき鋼板クロムフリー処理シリーズ化
ZAM®クロムフリー処理鋼板開発

東予製造所 ISO14001 認証取得 ■気候変動枠組COP7（マラケシュ合意）
●環境省設置
● PCB特別措置法制定
● PRTR 制度開始

2002 太陽熱反射塗装鋼板「涼くん」（省エネルギー）
月星サイクルスキッド（リサイクル）
ZAM®製コンポストプラント（堆肥用途）
高加工用クロムフリー塗装鋼板
溶融めっき鋼板クロムフリー処理シリーズ化

■ RoHS 指令採択・制定
●土壌汚染対策法制定
●地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）改正
●自動車リサイクル法制定
●省エネルギー法改正
●京都議定書批准

2003 ZAM®製鋼管膨張型ロックボルト（長寿命化） 水質第 5次総量規制に伴う窒素・燐計設置 ●廃棄物処理法改正
●環境教育推進法成立

2004 ペンタイト Bクロムフリー潤滑処理鋼板 有害大気汚染物質自主管理活動　第 2ステップ目標達成 ● POPs 条約批准
2005 アルスタークロムフリー潤滑処理鋼板

ガルバスタークロムフリー潤滑処理鋼板
VOC排出削減自主行動計画（鉄連）作成 ■京都議定書発効

●大気汚染防止法の一部改正（VOCの排出規制）
2006 エコキュート温水器缶体用高耐食ステンレス鋼板 環境管理WG（鉄連）活動 ●第 6次水質総量規制告示

●水性生物の保全に係る排出規制［Zn］施行
■ RoHS 指令施行
●改正省エネルギー法施行
●アスベスト関連法施行

2007 ZAM®クロムフリー・リン酸塩処理鋼板
ペンタイト無機系クロムフリー処理鋼板
ペンタイト B有機系クロムフリー処理鋼板

第 1回環境交流会（鉄連）実施 ●改正温対法（CO2 算定・報告・公表制度）施行
●公害防止に係る環境管理のあり方に関する報告書
■ REACH規則発効
●自動車NOxPM法改正（局地汚染、流入車対策）

2008 第 2回環境交流会（鉄連）実施
グループ会社環境情報連絡会開始

●洞爺湖サミット
●省エネ法・温対法改正（事業者管理）

2009 月星GLカラー鋼板／セリオス 第 3回環境交流会（鉄連）実施
「鉄鋼スラグ製品管理マニュアル」第三者認証取得

●土壌汚染対策法改正（調査契機追加、指定区分分類化）

2010 第 4回環境交流会（鉄連）実施 ■生物多様性COP10（名古屋）

注）利材：スラグ・副生品等のリサイクル　NOx：排ガス中窒素酸化物　IPCC：気候変動に関する政府間パネル　COP（&MOP）：条約締約国会議
　　鉄連：㈳日本鉄鋼連盟　PRTR：特定化学物質の環境への排出量の把握等および管理　MSDS：化学物質等安全データシート
　　RoHS指令：特定有害物質の使用制限に関するEU指令　POPs条約：残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約　VOC：揮発性有機化合物
　　REACH：人の健康と環境の保護を目的とするEU新化学物質規制
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環境保全
基本方針

生産工程に
おける
環境負荷
低減活動

環境保全に
貢献する
商品の提供

低炭素社会実現へ
の取り組み

○ 18,19

循環型社会形成へ
の取り組み

○ 20,21

環境負荷低減への
取り組み

・81％削減（対2000年度比） ◎ 23

商品を通じた
環境保全への貢献

○ 24～26

日新製鋼
グループの
全員参加

環境
コミュニケーション

●地域環境活動への参加 ○

○

○

○

33～35

生物多様性への
取り組み

28

28

28

サプライチェーン
における環境配慮

○ 24

環境マネジメント
システムの推進

○

○

15

15,27

取り組み項目 2009年度の目標 2009年度の実績 評価
当報告書の
記載ページ

●2008～2012年の平均
エネルギー消費量を1990
年度比△10％（日本鉄鋼連
盟における自主行動計画）

・エネルギー消費量
△10.3％（対1990年度比）
・CO2排出量△12.7％（対
1990年度比）

・鉄鋼スラグのリサイクル率
はほぼ100％

・遮熱機能をもったGLカ
ラー鋼板「SELiOS」発売など

・7事業所で清掃活動や環
境イベントに参加（2009年
度清掃活動9件、環境イベン
ト等5件）

・周南製鋼所にて実施（60
名参加、10/17）
・呉製鉄所にてふれあいの
森の維持管理
・堺製造所にてビオトープの
維持管理

・顧客問い合わせへの対応
実施

・堺製造所、尼崎製造所が認
証更新
・日新鋼管(株)がISO14001
を新規認証取得
・日新製鋼グループ会社環境
情報連絡会を開催（8月、2月）

● 揮 発 性 有 機 化 合 物
（VOC）排出の削減（鉄鋼業
目標：2010年度において
2000年度対比30％削減）

●ISO14001の認証更新

●グループ会社と連携した
環境マネジメント

●環境に配慮した商品・技
術の企画・研究・開発・販売

●製品含有化学物質に関す
る問い合わせなどへの対応

●森林ボランティアへの参加

●ふれあいの森の保全管理

●ビオトープの維持管理

●ゼロエミッションに向けた
取り組みの推進

環境保全活動の  歩みと2009年度活動実績　

● 2009 年度の目標と実績

〔評価〕◎：超過達成、○：概ね達成、△：未達成
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低炭素社会実現に　向けて
日新製鋼は、地球温暖化防止対策を進めるために、日本鉄鋼連盟が策定した「鉄鋼業の環境
保全に関する自主行動計画」に基づいて、省エネルギー化やCO2 削減策など温暖化ガスの削
減にグループ一丸となって取り組んでいます。 

当社は、省エネルギーマスタープランに基づいて積極的
に省エネルギー対策を推進し、2010 年度においては、エ
ネルギー消費量10%削減（1990 年度比）を目標に取り組
みを進めています。

エネルギー消費に関して、排エネルギー回収、工程連続
化、操業改善、高効率設備の導入等により、高機能材料の
製造などのエネルギー増加要因もあるなかで、エネルギー
消費原単位は2.3%の削減（1990 年度比）となっています。
エネルギー消費量については、2009 年度は87PJとなり、
1990 年比で10.3%削減、2008 年度比で 9.4%削減となっ
ています。

2009 年度における当社のエネルギー起源 CO2 排出量
は、718万ｔであり1990 年比で12.7％削減、2008 年度比
では10.6%削減しています。 

生産工程における取り組みと
エネルギー消費量、CO2 排出量実績 

【適用設備】呉製鉄所：１高炉
高炉で使用する熱風を
発生するための熱風炉
を増設しました。この
設備増設により熱風炉
の熱効率が 5%程度改
善されます。 

【適用設備】堺製造所：溶融めっきライン加熱炉
加熱炉排ガス煙道内に
スパイラル状の蓄熱体
を設置することで、排
ガスから炉内への熱伝
達効率の向上を推進中
です。 

【適用設備】呉製鉄所：製鋼工場
取鍋余熱装置にリジェ
ネバーナー（蓄熱式バー
ナー）を導入し、炉外に
放散していた排熱を有
効 活用して、燃料とな
るＡ重油の使用量を約
４割低減しました。 

■当社のエネルギー消費量の推移

■当社のエネルギー起源 CO2 排出量の推移

最近の省エネルギー対策事例①

最近の省エネルギー対策事例②

最近の省エネルギー対策事例③

12 号熱風炉増設

スパイロコア導入

リジェネバーナー導入

12号熱風炉 

スパイロコア

※エネルギーはコークス製造委託工程分を含む値
※PJ（ペタジュール）：P（ペタ）は10 の15 乗、GJ（ギガジュール）：G（ギガ）は10 の 9 乗

※CO2 はコークス製造委託工程分を含む値
　なお、購入電力のクレジット調整後の排出係数を使用
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自主行動計画の達成に向け、大型の省エネルギー設備
の導入を行うとともに、高炉の還元材比低減等、操業改
善技術の開発を推進しています。2010 年度はめっきラ
イン排熱回収ボイラーを完工しました。また、計画の確
実な達成のため、補完的手段として京都メカニズムによ
る CO2 排出権＊1 の活用も行っています。

製鉄プロセスにおける温室効果ガス排出量を抜本的に
低下させる技術開発として、COURSE50＊2 の共同研究に
参画し、水素を多く含むガスを高炉の還元材として利用
する技術や高炉発生ガスから CO2 を分離する技術を開
発中です。

物流部門において、鋼材、製鉄原料輸送を中心に海運、
陸運、倉庫等の物流ネットワークを活かした合理的な物
流で CO2 削減に取り組んでいます。特に内航船による海
上輸送においては、月星海運（株）と連携し鉄鋼他社との
共同輸送を2009 年度で 60万ｔ（対前年 33%減）行いまし
た。これは輸送距離を約30万km 短縮したことになり、輸
送船燃料削減によるCO2 削減効果は6.6千ｔになります。 

オフィスにおける省エネルギー活動に積極的に取り
組んでいます。事務所などにおいて、昼食時間帯の消灯、
クールビズの励行による空調温度抑制、パソコンの長時
間不使用時の電源オフ、再生紙の利用、両面コピーの励
行を実施しています。

また、社員の家庭での取り組みとして、2005 年度より
100 世帯の家庭が参加し、毎月の電気・灯油・ガソリン等
の使用量から CO2 排出量を集計して削減に役立てる「環
境家計簿」活動を行っています。 

日本の優れた省エネルギー技術を世界に移転すること
で、大きな温暖化ガス排出削減が期待できます。鉄鋼業
として実効性のある温暖化ガス排出削減を実行するた
め、APP＊1、日中鉄鋼業環境保全・省エネルギー先進技術
専門家交流会などのセクトラルアプローチ＊2 の活動に参
加しています。

低炭素社会実現に　向けて

地球温暖化防止への
さまざまな取り組み 物流における取り組み

オフィス・家庭での取り組み

国際活動 Voice

私のチームでは、生産活動に不可欠な電力、用水、圧縮
空気等のユーティリティーをラインに供給しています
が、供給装置の高効率化やプロセス改善による省エネに
も取り組んでいます。最近では高炉炉頂発電設備の改善
で、年間約4千tのCO2削減を達成しました。

日本の鉄鋼業界はこれまでに製造プロセスの省エネに
取り組み、世界最高水準の高効率化を実現していますが、
さらなるCO2削減のためには、環境調和型プロセスの
早期実現といった抜本的なプロセス改善が必要です。こ
れらに取り組むとともに、今後もユーティリティー供給
プロセスの一層の省エネ、 
CO2削減の実現に努力した
いと思います。

生産プロセスで CO2 削減を達成

呉製鉄所 設備部
エネルギー技術チーム

柞
た る ま

磨　辰也

＊1  APP（グリーン開発と気候に関するアジア太平洋パートナーシップ）
鉄鋼タスクフォース

【活動内容】省エネ・環境対策設備の普及率調査、エネルギー診断調査、省
エネルギー技術の普及等

＊2 セクトラルアプローチ
各業種が国境を越えて連携・協力し、それぞれの長所を活かして温暖化対策
に取り組むこと。鉄鋼業において、既存の環境・省エネルギー技術が普及す
れば、世界で3億tのCO2 排出量削減が期待できる。 

水素による
鉄鉱石
還元技術

高炉ガス

高炉H2リッチ
ガス

炭素系還元材減銑鉄

転炉
CO
高炉ガス循環技術
（EUとの情報交換）

CO2分離
回収技術
化学吸収法等

工場排熱を利用
してCO2を分離

CO2

CO2
貯留技術

日新製鋼のエネルギー起源 CO2 排出量

803 718
2008年度実績

（万ｔ／年）

2009年度実績

＊１ CO2排出権は、中国・インド等におけるフロン分解・水力発電などのプロジェク
　　トに貢献するCDM（Clean Development Mechanism）等から取得しています。
＊２ CO2 Ultimate Reduction in 
	 Steelmaking process by 
	 Innovative technology 
	 for cool Earth 50 
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循環型社会形成に　 向けて
日新製鋼は、自社の生産工程から発生する鉄鋼スラグなどの副産物の再資源化を促進するとと
もに、他産業の副産物などの鉄鋼資源化を推進し、循環型社会形成に積極的に取り組んでい
ます。 

製造所から発生する副産物には鉄鋼スラグ＊1、ダスト＊2、
スラッジ＊3、廃油等があります。金属を含んでいる物質は
鉄鋼原料として、石灰とシリカが主成分の鉄鋼スラグ製
品はセメント用原料、路盤材、土木用骨材など天然資源の
代替資源として有効活用を推進しています。高炉スラグを
原料とする高炉セメントはグリーン購入法の「特定調達物
質」に指定されました。鉄鋼スラグのリサイクル率はほぼ
100%を達成し、ほかの物質のリサイクル率は85%であり、
さらに有効活用を推進します。

呉製鉄所、周南製鋼所の主要副産物である鉄鋼スラグ、
ダスト、スラッジには鉄分が15％〜最大 65％含まれてい
ます。これを鉄鋼原料として再資源化するために、製造所
内に再資源化プラントを設置し、リサイクルシステムを確
立、ほぼ100％のリサイクルを達成しています。当社では、
呉製鉄所のダストリサイクリングプラント（1983 年稼働）、
周南製 鋼所の MRS（原料前処 理工程）（1975 年 稼 働）と
いったリサイクルプロセスをいち早く構築しており、加えて
2006 年には廃レンガをリサイクルするための耐火物リサ
イクルセンターを稼働させています。 

副産物のリサイクルの推進 副産物のリサイクルプロセス

■鉄鋼スラグ製品の用途

■スラグ、ダスト、スラッジ等
　鉄源リサイクルプロセス

■鉄鋼スラグリサイクル率（全社）

耐火物リサイクルセンター 

＊１ 鉄鋼スラグ：金属を溶解、精錬する際に生成する岩石質の物質で、
鉱石の脈石成分や副原料の石灰石が溶融し生成したもの。

＊２ ダスト：排ガス集塵機から回収されるもので、酸化鉄等を主成分とする。
＊３ スラッジ：工場排水処理後に残る泥状物質で、金属酸化物等を主成分とする。 

セメント用
52％

肥料・土壌改良用
3％

コンクリート用
2％ その他

3％

路盤材用
26％

土木工事用
14％

139万t/年
（2009年度）

ふるい

所内副産物

購入資材

（鉄源）

（鉄源）

〉
所
鉄
製
呉
〈

〉
所
鋼
製
南
周
〈

ふるい

鉄鋼スラグ

鉄鋼スラグ

篩・磁選処理

ダスト
スラッジ

ダスト
スラッジ

鉄源資材
他産業副産物

篩・磁選処理

ダストリサイクリング
プラント 焼結機 高炉

溶解炉 電気炉

製鋼

MRS
（原料前処理工程）
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ステンレス鋼板製造の圧延・精整工程では、鋼板どう
しの擦り疵防止のために鋼板と鋼板の間に合紙を挿入し
ます。通常、繰り返し使用した合紙は廃棄物になります
が、周南紙業 ( 株 ) ではこれを原料にして再生合紙にリサ
イクルしています。 

日本鉄鋼連盟の削減目標値を達成するために、鉄鋼ス
ラグ、ダスト、スラッジ等の発生量の抑制と、リサイクル
およびリサイクル用途の開発による最終処理分量の低減
を推進しています。 

（万t/年）
10
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6

4

2

0
1990 1995 2000 2005 （年度）2009

循環型社会形成に　 向けて

鉄鋼スラグ製品の主な需要分野は、セメント用、道路用
路盤材、土木工事用などで、天然資源の代替として利用さ
れています。こうした鉄鋼スラグ製品の活用によって、天然
資源の保護や地球温暖化防止にも大きく貢献しています。

鉄鋼スラグ製品の販売にあたっては、製品の特性を活
かして適切に利用いただくために鐵鋼スラグ協会作成の

「鉄鋼スラグ製品の管理に関するガイドライン」に沿った
販売員マニュアルを定めています。

呉製鉄所、周南製鋼所では、マニュアルの遵守状況につ
いて第三者審査を受け、運用の徹底を図っています。また、
周南製鋼所の鉄鋼スラグ製品については、「山口県認定リ
サイクル製品」に登録されています。 

鉄鋼スラグ製品の販売について 発生品のリサイクル

最終処分量の推移

■最終処分量の推移（鉄鋼スラグ、ダスト、スラッジ）

日新製鋼の鉄鋼スラグリサイクル率

88.3 99.8
1990 年度実績

（%）

2009 年度実績

鉄鋼スラグ製品管理証明書 山口県リサイクル協会製品認定証

ステンレスコイルへの合紙挿入 

ステンレス

合　紙
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環境負荷低減に向　 けて
日新製鋼は、大気汚染防止法、水質汚濁防止法等の各法令、協定で定められた環境基準を達
成するとともに、新たな環境負荷物質への対応や特定化学物質排出量の把握とその管理改善
を図っています。

燃焼により発生するSOx（硫黄酸化物）やNOx（窒素酸
化物）、ばいじんを低減させるために、使用燃料の削減、
天然ガス・LPGなどのクリーン燃料への転換、硫黄含有
量の少ない石炭・重油の使用や燃焼技術の改善、低 NOx
バーナーの設置等の対策を実施しています。また、環境監
視システムによりSOx、NOx、燃料使用量などの監視を行
い、テレメータシステムで自治体にデータ送信をしていま
す。粉じん対策としては、呉製鉄所において散水車の増強
等を実施しました。 

製造所からの排水は、凝集沈殿、ろ過、生物処理等を行
う排水処理設備により、SS（浮遊物質）、pH、COD（化学的
酸素要求量）を適正に管理し、排水の水質改善を実施して
います。また、テレメータシステムを用いて、水質管理上の
主要なデータをリアルタイムで自治体に送信しています。

東予製造所では、使用した工業用水を敷地内の水処理
設備で環境に無害な成分になるまでろ過、中和していま
す。また、水処理設備の安定稼働を現場確認とともに監
視センターで管理データやTVモニタリングを通して継続
的に監視しています。 

土壌汚染対策法および各自治体の条例を遵守するとと
もに、各事業所で使用する化学物質を適正に管理するこ
とにより、土壌・地下水の環境保全に努めています。

環境法令を遵守するとともに、騒音、振動、臭気対策を
自主的に推進しています。  

大気汚染防止に向けた取り組み 水質汚濁防止に向けた取り組み

土壌汚染防止に向けた取り組み

騒音・振動・臭気対策に向けた
取り組み 

■ NOx 排出量

■ SOx 排出量

■ばいじん排出量

ユーティリティー監視センター 水処理設備

（年度）

（％）
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設備も規制基準をクリアしています。
（５）放射性物質

放射性物質は、原子力基本法等により厳しい管理がな
されていますが、万一の事態を想定し、日本鉄鋼連盟で
は検知システムガイドラインを作成しています。当社も
これに沿って検査機を設置し、検出時には国、自治体へ
速やかに通報できる体制を整えています。 

環境負荷低減に向　 けて

当社では、環境アセスメントシステムにより化学物質
の受入管理や MSDS 等の情報入手、安全な取り扱い、適
正な処理、排出・移動の管理、商品中における化学物質の
情報通知（商品 MSDS）等の一連の化学物質管理を実施し
ています。

（１）PRTR
2009 年度における対象化学物質の環境への排出量と

所外への移動量（リサイクルや廃棄のための移動）を把握
して報告を行いました。対象となる 354 種類の物質のう
ち、取り扱いのあった物質は 19 種類でした。

（２）VOC（揮発性有機化合物）
当社で管理すべき対象物質は、鋼板の洗浄工程で使用

する有機溶剤（トリクロロエチレン、ジクロロメタン）と塗
装鋼板の乾燥工程で発生する塗料溶剤（トルエン、キシレ
ン等）です。VOC 排出量は、2000 年度以降、活性炭排ガス
回収装置などにより大幅な削減を達成しており、2009 年
度では対2000 年度比、81%の削減となりました。

（３）PCB
PCB 廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法に

基づき保管し、状況を自治体に報告しています。処理につ
いては、PCB 処理に関する環境アセスメントを満足した日
本環境安全事業（株）（JESCO）への委託処理を推進中です。

（４）ダイオキシン
ダイオキシン類対策特別措置法に関わる対象設備は、

電気炉、焼結機、焼却炉であり、これら設備の排出ダイオ
キシン濃度を測定し、報告を行っています。いずれの対象

化学物質等の適正な管理 

 Voice

化学物質は、適切な管理を怠ると環境・健康・安全に悪
影響を与え、生物や環境を脅かす物質として作用するこ
ともあります。そのため、PRTR法や大阪府条例等により
指定化学物質の排出量等を届け出て、さらに公表するこ
とによって適正に管理する仕組みとなっています。

当社では、法令遵守はもちろんのこと、使用する化学
物質の性状や有害性などの情報を作業者に正確に情報提
供し、使用時の注意事項を徹底することにより、各部署
で化学物質を適正に管理しています。また、有害な化学
物質の使用量を減らし、最
終的にはそれを限りなくゼ
ロに近づける製品づくりを
目指していきたいです。

有害化学物質ゼロを目指して 

堺製造所
環境安全チーム 主任部員
林　裕二

1973 年度のばい煙などの排出量を 100 とすると

SOx	21 NOx	53 ばいじん11 2009 年度実績

政令番号 1 40 63 68 69 145 179 207 211 224 227 231 232 253 272 283 304 311 346

物質名
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ベ
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ゼ
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特定第一種フラグ 1 1 1
Ⅰ．取扱量 6.3 29.1 175.8 202,295.0 64.3 20.0 1.1 439.0 103.0 6.0 72.2 72.3 23,788.8 3.8 14.0 79.9 14.3 18,606.1 716.6
Ⅱ．排出量
　1. 大気への排出 0.0 10.0 57.0 0.3 0.0 15.0 1.1 0.0 41.0 2.5 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0
　2. 公共用水への排出 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.4 0.0 7.5 0.0
　3. 土壌への排出 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
　4. 自所内埋立処分 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
Ⅲ．移動量
　1. 下水道への移動 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
　2. 当該事業所の外への移動 0.1 1.1 5.1 918.1 0.7 4.9 0.0 1.0 62.0 0.1 0.8 0.0 32.1 0.0 0.2 0.6 0.0 247.0 1.4

● 2009 年度届出物質一覧表　年間 1t 以上取扱っている第一種指定化学物質が対象（特定第一種指定化学物質は年間 0.5t 以上取扱っている物質が対象）
� 単位：t/ 年（但しダイオキシン類は g-TEQ/ 年）
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熱反射効果による冷房負荷低減により、
地球温暖化防止に貢献
周辺の自然や景観と調和の取れた屋根・外壁として全

38色のカラーバリエーションを持つ月星GLカラー /セリ
オス。そのクールタイプでは、鋼板表面の塗膜中に特殊な
熱反射性顔料を添加することで、熱線（近赤外線）を選択
的に反射する機能を持ち、太陽光による温度上昇を抑制
します。
また防汚機能を標準装備し、雨筋の汚れが残りにくい

ため、美麗な外観を長期間維持することができます。

製品 エコマテリアル
日新製鋼は、リサイクルに適した鉄にめっきや塗装による長寿命化等の付加価値を加えた、
環境負荷を低減する製品をエコマテリアルとして提供し続けていきます。 

長寿命化・高機能化による廃棄物削減で、
循環型社会形成に寄与
めっき層に含有されるマグネシウムとアルミの効果によ

り、緻密で付着性の強い保護被膜をめっき表面に形成し、
めっき層の腐食を抑制します。さらに切断端面や加工部の
犠牲防食性にも優れています。その優れた耐食性は、国の
認定機関より建設技術審査証明書や各種認定書を取得し
ています。
また、環境負荷物質であるクロム化合物を全く含まない

クロムフリー後処理製品もシリーズ化しています。

高耐食溶融めっき鋼板　ZAM® 

遮熱性や防汚性を標準装備した
外装用塗装鋼板　セリオス

エコマテリアルである鉄
鉄は、溶解～精錬プロセスを経ることで、全品種がリサ

イクル可能な素材です。製品だけでなく、加工残材や副産
物もリサイクルによって資源に生まれ変わります。
当社は、めっきや塗装を施すことで長寿命、高機能、高

意匠などの付加価値を鉄に与え、循環型社会の形成に寄
与する「エコマテリアル」を開発、提供しています。 
環境と人にやさしい鉄
当社の製品は、優れた特性からエコ家電等、環境負荷

低減のためのさまざまな商品部材に活用されています。 
化学物質に対する規制である欧州RoHS指令やREA 

CH、欧州ELV指令＊等に対応した、規制対象物質の使用を
削減した製品開発と、環境負荷の低い一貫した製造工程
により環境保全に貢献しています。また、お客さまからの
製品含有化学物質への問い合わせに対応しています。

表面処理鋼板
特殊鋼
ステンレス鋼

エコマテリアル鉄
鋼
プ
ロ
セ
ス

リサイクル

出　荷

環境と人に
やさしい商品

圧延、めっき、塗装

溶解、精錬

長寿命 省資源

高耐食 省エネ

住宅構造材

コンソールボックスブラケット（自動車）

ケーブルラック

月星GLカラー/セリオスを
採用した屋根

コンセント枠

屋外サーモグラフによる温度比較（5月、晴れ、24℃）

＊欧州ELV指令：欧州の自動車リサイクル指令

セリオス

セリオス

従来タイプ

従来タイプ

ポイント

ポイント

エコマテリアルについて
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エコマテリアル

熱反射効果による冷房負荷低減により、
地球温暖化防止に貢献
耐候用アルスターXVは、遮熱機能が高く、室内気温の

上昇を防いで省エネルギーとCO2削減に貢献します。GL
鋼板の1.5 ～ 3倍（当社試験比）という高い耐食性に加え
て、特殊な皮膜処理を施しており、塩害、高温、酸性雨な
どの厳しい環境下でもその特性を発揮し続けることがで
きるため、長寿命の製品としても循環型社会形成に貢献
します。
また、環境負荷物質を含まない地球環境にやさしい素

材です。 

暮らしを支える身近な商品として
家庭の省エネルギーに貢献する

「エコキュート」に採用
空気中の熱エネルギーを集めて活用する省エネルギー

技術を利用した電気給湯器「エコキュート」は、2009年10
月に累計出荷台数200万台を突破。当社のNSS445M2
は温水環境（80 ～ 90℃）における耐食性に優れており、各
社の貯湯タンクと一部配管に採用され、 2020年度までに
累計出荷台数1,000万台を目指す「エコキュート」の普及
に貢献しています。

暮らしを支える身近な商品として
家庭の省エネルギーに貢献する

「エコジョーズ」に採用
二次熱交換器の搭載により、ガス給湯器から出る廃熱

を給水と熱交換をさせて、熱効率を80％から95％に向
上させた「エコジョーズ」は、ガス消費量とCO2排出量を
13％削減する高効率給湯器です。当社のNSS SCRは、「応
力腐食割れ＊」に対する耐性が強いという特徴を活かし、
「エコジョーズ」の二次熱交換器の部材として採用されて
おり、その普及に貢献しています。

溶融アルミめっき鋼板
耐候用アルスター XV

高耐食性フェライト系ステンレス鋼
NSS 445M2

高耐食性オーステナイト系ステンレス鋼
NSS SCR

耐候用アルスターXVが採用された羽田空港／
東京国際エアカーゴターミナル

エコキュート給湯器缶体

エコジョーズ二次熱交換器 ＊応力腐食割れ：化学的な腐食と力学的な応力の相互作用によって、材料に亀裂を
　生じさせる現象

ポイント

ポイント

ポイント
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Environment Report 製品 エコマテリアル

NOx、SOxなどを低減する排気ガス
浄化システム部材に採用されることで
環境負荷低減に貢献
自動車のエキゾーストマニホールドは、複数気筒から

排出されるガスを集め、下流側の触媒へ導く部品で、排
気ガスの浄化率向上に大きく貢献する部品です。燃費向
上のために排気ガスの温度は高くなっており、その素材
には優れた耐熱性が求められます。当社が開発したNSS 
EM-Cはモリブデンを使用しない成分設計で、優れた耐
熱性とコスト低減を両立しました。

軽量化による燃費向上で
地球温暖化防止に貢献
スタビライザーは、自動車の車体のロールを抑制し、走

行安定性を向上させるサスペンション部品です。従来は中
実（棒鋼）だったスタビライザーを中空（パイプ）にすること
で、自動車を軽量化し、燃費向上によって排気ガスが削減。
地球環境への負荷が低減されます。軽量化による強度、
耐疲労性に問題がないことも実証されています。 

耐熱用ステンレス鋼　NSS EM-C

特殊鋼鋼管　スタビライザー

エキゾーストマニホールド（自動車）

中空スタビライザー（自動車）

有害物質を含まない表面処理で
環境保全に寄与
環境負荷物質である六価クロム化合物や、その他のク

ロム化合物を全く含まない特殊な後処理を施したクロム
フリー処理めっき鋼板、塗膜や塗装前処理にクロム化合
物を全く含まないクロムフリー塗装鋼板を、用途に応じて
豊富にラインアップしています。
欧州のELV指令やRoHS指令などの製品含有化学物質

規制にも対応しており、家電製品の内蔵パネルやOA機器
の部品、自動車部品など幅広い分野で使用されています。 

めっき層 クロムフリー処理層

クロムフリー処理層

素地鋼板

クロムフリー表面処理鋼板

クロムフリー表面処理鋼板の
適用例（カーオーディオシャーシ）

ポイント

ポイント

ポイント
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各製造所で環境月間活動、地域美化活動、コンビナート
地区クリーン作戦への参加など、自治体主催の活動や自
主的な製造所周辺の清掃活動を通じて、環境美化につな
がる地域貢献活動に取り組んでいます。　
また、地域の環境イベントや交流イベントへの参加を通

じて、当社の事業活動、環境保全への取り組みを紹介し、
地域との交流を深めています。
2009年では、呉製鉄所が「くれエコフェスタ2009」に出
展しました。このイベントは、環境保全に関する取り組み
を広く発信し、市民の自主的なエコライフの実践を呼びか
ける体験型環境イベントで、第1回の2003年から毎年出
展しています。今回は2009年に50周年を迎えた当社の
歩みや環境への取り組み、地球環境にやさしい「鉄」の高
機能商品について、
現物やパネルで紹介
しました。 

各製造所では、自治体と環境保全協定（公害防止協
定）を締結しています。この協定は、大気・水質・廃棄物・
騒音・振動・悪臭等環境に関するすべての範囲をカバーす
るとともに、各地域の特性を配慮し、法令よりも厳格な基
準値が設定されています。環境関連法やこれらの協定を
遵守し、環境に配慮した事業活動を推進しています。

当社は、社員に対し、環境マネジメントの考え方や管
理体制についての一般教育、特別教育、内部環境監査員
教育、法資格取得教育などの環境教育を、年間計画に基
づいて実施しています。

当社は、鉄鋼業各社の環境管理の向上を目的に、㈳日
本鉄鋼連盟が2007年度から開催している環境交流会
に毎年参加し、各社と環境管理活動に関する情報交換を
行っています。
2010年3月25日に開催された第4回環境交流会で
は、鉄鋼業における公害防止への取り組み状況について
討議しました。 

当社グループでは、原料の入手から製造、開発、商品の
物流、副産物のリサイクルや環境プラントの製作など、そ
れぞれの段階で環境保全活動に取り組むとともに、年2
回の環境情報連絡会を開催し、共通テーマに関する情報
交流や改善事例の横展開、法規制動向の周知徹底などを
行っています。

環境保全協定の締結・遵守

環境教育の実施

環境交流会への参加

日新製鋼グループ会社
環境情報連絡会の実施

地域環境活動への参加

 Voice

市川港近隣企業の交流を目的とした市川港開発協議会
主催の地域一斉清掃に参加しています。この活動は、地
域幹線道路沿いの清掃で、2009年６月は近隣54社、
当所からは直協合わせて24名が参加しました。
幹線道路沿いは一見するときれいに見えますが、清掃
を行うとビンやカン等さまざまなゴミが捨てられてい
て、いかに汚れているかが分かります。地道で大変な活
動ですが、地域環境の美化に少しでも役に立てたと思う
とやりがいを感じます。
ゴミの分別など身近なことを中心に取り組んできまし
たが、この活動によって周
辺の環境実態を知り、地域
の環境づくりに取り組むこ
との大切さを感じました。

身近な活動だけでなく
地域全体の環境づくりを

市川製造所
総務チーム
鷲尾　淳介 

くれエコフェスタ2009に出展

グループ会社環境情報連絡会

Environment Report 対話

環境コミュニケーション　
日新製鋼は社員全員参加で、ステークホルダーとコミュニケーションを円滑にとりながら環境
保全活動を推進しています。 

Environm
ent

Report
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当社では、1973年から地域の自然環境との調和を目指
して緑化記念碑「緑の起点」を建立し、工場緑化を推進す
るとともに、呉製鉄所では1989年から所内の森づくりに
取り組んでいます。現在では約60種類、3万本の樹木が
成長し、さまざまな生物が集う森となりました。「ふれあい
の森」と名付けられたこの森は、CO2を吸収するとともに
地域の環境保全にも寄与しています。 

堺製造所では、堺市が推進している地域環境に貢献す
る「質の高い緑づくり」に対応して、構内に「ビオトープ」（ド
イツ語で「Bio（生物）」と「Tope（空間）」の合成語で“生物の
生息空間”という意味）を築造しました。水辺に魚・エビ・
貝を放流し、緑とともに大切に見守っています。 

周南製鋼所では、山口県が毎年開催している森林ボラ
ンティア「まちと森と水の交流会」に2009年も参加しまし
た。この活動は、水源の森の保全と森林の重要性の理解
促進を目的に行われているもので、森林生態系の保全に
も寄与しています。今年も60名が枝打ち作業や除伐作業
など森林保護活動に取り組みました。 

ふれあいの森づくり 

ビオトープの築造

「まちと森と水の交流会」

 Voice

この活動には、会社で「まちと緑と水の交流会」のボ
ランティア募集があったので参加しました。山の中のボ
ランティア活動は、とてもすがすがしい気持ちがしまし
た。森林は植えれば勝手に大きくなるものと思っていま
したが、実際はきちんと管理しないと大きくならないこ
とを知りました。
水源となって生物多様性や人の暮らしを守る森。土石
流災害からまちを守る森。多くの生き物や植物が共存し
ている森。この森の恵みを繰り返し、みんなで意識する
ことの大切さと、私たちの暮らしは、植物や虫や鳥たち
との共存共生が本来の自然
の姿であることが、このボ
ランティアに参加して理解
できました。

森の恵みをみんなで
意識することの大切さ

周南製鋼所 環境安全部
環境安全チーム 主任部員
藤安　英一

「まちと森と水の交流会」（周南製鋼所）

ふれあいの森（呉製鉄所）

Environment Report 対話

生物多様性への取り組み
日新製鋼は、日本鉄鋼連盟が策定した「鉄鋼業における生物多様性保全に係る行動指針」に
基づき、製造所内外の緑化などに努め、多様な生物が共存可能な社会の構築に取り組んでい
ます。 

ビオトープ（堺製造所） 日本鉄鋼連盟は、2010年9月、生物多様性についての行動指針を策定しました。 

鉄鋼業における生物多様性保全に係る行動指針
１．生物多様性への影響に配慮し、地球温暖化問題への取り組みを推進する
２．生物多様性への影響に配慮し、循環型社会の形成に努める
３．生物多様性への影響に配慮し、環境保全活動に努める
４．生物多様性への取り組みに関する情報を発信する

Environm
ent

Report
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社会性報告
Sociality Report

現在と未来のお客さま、株主のみなさま、社員に選ばれる会社であること。
すべてのステークホルダーや社会と調和する会社であること。
 
日新製鋼グループは、
社会の一員として自らの社会的責任を認識し、
みなさまとともに歩み、信頼される存在を目指します。

Sociality Report
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Sociality Report

日新製鋼グループは、お客さまのご意見・ご要望に常に真摯に耳を傾けながら、お客さまにご
満足いただくため、安全・安心・高品質な製品を提供し続けていきます。 

お客さまとともに

 Voice

私はF-Tech. Plazaで、お客さまに当社グループの商
品や技術をご案内しています。従来の需要家密着型開発
から一歩進み、お客さまの商品開発の実現のために、夢
先案内人として、シーズ型の商品や技術とソリューショ
ンを組み合わせた総合力の提案を行っています。

ご提案する際に気をつけている点は、お客さまの抱え
ている課題や開発の要望を十分に把握することです。ど
のような新技術、新商品が開発のヒントとなるか、常に
考えてアンテナを張っています。これからもお客さまと
のコミュニケーションを深め、満足いただけるソリュー
ション提案を行っていきた
いと思います。

F-Tech. Plaza
主任部員
渡辺　幸一 

お客さまの夢をかたちに

当社は、お客さまに安心・満足していただける製品を提
供するため、ISO9001認証に基づく品質マネジメントシス
テムを確立し、販売・製造・技術サービスが一体となった
品質保証活動を効果的に実施しています。この品質マネ
ジメントシステムについては、法令や規格、お客さまなど
からの要求事項に対する適合性と有効性を検証すべく、
第三者事業所による内部品質監査を実施しています。

また製品ごと、必要に応じて、新JIS 認証を取得してお
り、その認証の遵守徹底を目的とした品質教育を階層別
に実施するなど、品質においてお客さまの信頼を得るた
めの取り組みを着実に実施していきます。

当社は、お客さまへの訪問といった通常の販売活動の
充実・強化に加えて、ホームページにおいて、最新の会社
情報や製品情報を公開し、お客さまが簡単に当社の情報
にアクセスできる仕組みを構築しています。さらに、ホー
ムページには、お問い合わせフォームを設けており、お客
さまからのお問い合わせが 直接担当者へ e-mailで送信
され、対応できるようにシステム化しています。

また、販 売 担 当 の ほか、商 品 開 発 担 当 が おり、販 売
活動以外の技術サービスを通じたお客さまとのコミュニ
ケーションが多いのも特徴です。

さらに、2009 年 6月にオープンしたF-Tech.Plazaでは、
お客さまを当社にお招きし、当社の技術力・開発力に触
れていただきながら、お客さまとコミュニケーションが図
れる場を設けました。

当社は、性能・品質・納期などにおいて、お客さまのニー
ズにあった製品を提供するだけでなく、当社の販売・商
品開発・研究・製造部門が、お客さまに密接にかかわり
ながら、お客さまの抱える材料などの課題について、お
客さまと対話をしながら解決していく、ソリューション
提案型の販売活動にも積極的に取り組み、お客さまの満
足向上に努めています。

さらに、お客さまに対する CS（顧客満足度）調査を、
工場単位で定期的に行い、品質・納期・コストなどにつ
いて評価いただき、CS の向上や販売活動の改善に役立
てています。

品質保証への取り組み お客さま満足向上に向けた取り組み

お客さまとのコミュニケーション
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お客さまとともに
お客さまと日新製鋼グループの出会いの広場

当社は、2009年7月、F-Tech. Plazaを開設しました。こ
の場所を「Plaza」と命名したのは、お客さまの商品開発ニー
ズと当社グループの商品・技術が出会うための「広場」にした
いという思いからです。

ここには、開発のインスピレーションがひらめく仕掛け
やきっかけを多数盛り込んであります。この広場で、お客さ
まと当社が夢を共有し、開発に向けてディスカッションを深
めていく。そして、ここを「お客さまとともにマーケットを創
造する」開発活動を進めていく起点とする。これが、F-Tech. 
Plazaのコンセプトです。

ご来所いただいたお客さまは、当社の技術に触れながら、
販売、商品開発、研究、製造のすべての部門と対話をし、要
望や質問を投げかけることができます。また、常に新たな提
案をして、お客さまに十分満足していただけるように、ご案内

の方法や展示ショールームの見せ方も日々工夫しています。
オープ ン 以 来 の 来 場 者 数 は2010年10月 末 時 点 で

2,000名を超え、多くのお客さまに当社への信頼と期待を
お持ち帰りいただいています。

１階と２階で構成されている展示ショールームでは、当社の技術力とソリューション提案力について、実際の事例を展示し
ながらご案内しています。 

プレス、加工、溶接の3つのゾーンで構成
される広さ4千㎡の巨大な空間が「やって
見せる化工房」です。最新鋭の加工設備を
備え、ソリューション技術や工法を間近で
体感することができます。

■やって見せる化工房

■展示ショールーム

順送サーボプレス メカニカルプレス

ファイバーレーザー溶接機 アーク溶接機

スピニング
加工機

F-Tech. Plaza

日新製鋼紹介フロア（1階）
高炉メーカーとして表面処
理、ステンレス、特殊鋼といっ
た幅広い品種の薄板を特徴
あるプロセスで一貫製造して
いることを、製造プロセス、製
造体制、商品レパートリー等
のコーナーで紹介しています。

ソリューションフロア（2階）
開発のインスピレーションがひ
らめく仕掛けとして、①自動車、
住生活分野におけるソリューショ
ン提案採用事例紹介コーナー、
②素材、評価技術、加工技術と
いう切り口からのソリューション
提案コーナーを設けています。 

プレスゾーン
メカニカルプレスから難易度の高い
プレス加工ができる順送サーボプレ
スまで、お客さまの加工設備環境に
合わせた提案を実現します。 

溶接ゾーン
高品質、高速溶接を可能とするファイ
バーレーザー溶接機や、多機能溶接
ロボットを設置し、最適な溶接条件
を提案します。

加工ゾーン
CAE解析により効率的で高精度な
絞り加工を行うスピニング加工機を
はじめ、さまざまな加工設備を配置
しています。
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日新製鋼グループは、株主・投資家のみなさまの視点に立って、迅速かつ正確な情報提供を推
進しています。 

当社では、経営方針、財務データなどの企業情報を、株
主や投資家のみなさまの視点に立ち、迅速、正確かつ公平
に開示することで株主や投資家のみなさまの信頼に応え
るよう努めています。情報開示にあたっては、法定開示基
準および証券取引所の定める開示規則を遵守しています。 

・有価証券報告書、四半期報告書（年 4 回）
・決算短信（年 4 回）
・決算説明会資料（年 4 回）
・株主のみなさまへ（年2回）
・日新製鋼ガイド（年1回）
・内部統制報告書（年1回）
・環境・社会報告書（年1回）
・ホームページ IR 情報「株主・投資家の皆様へ」
　http://www.nisshin-steel.co.jp/nisshin-steel/
　ir/index.htm

当社は、株主・投資家のみなさまをはじめ幅広いステー
クホルダーに対し、適時、適切な情報開示や経営戦略の
伝達、資本市場の声のフィードバックを行うために、迅速、
正確かつ公平な情報提供を行っています。

主なIR 活動としては、株主総会、四半期ごとの開示ルー
ルに則った決算発表、年 4 回の決算説明会に加え、年間
180 件を数えるアナリストや国内外機関投資家とのミー
ティングが挙げられます。第2 四半期と通期の決算発表
においては経営トップも参加し、株主や投資家のみなさま
と直接対話を行ってその声を経営に活かしています。

またホームページでもIR 情報を積極的に提供していま
す。決算説明会の様子を2004 年度からホームページ上で
動画配信するとともに、登録いただいた株主・投資家のみ
なさまへ情報開示の都度、IRニュースを配信しており、提
供する情報の質の向上を目指しています。 

IR・情報開示方針 株主・投資家のみなさまとの
コミュニケーション

IR 関連ツール

中期連結経営計画の証券アナリスト向け説明会のようす 

株主・投資家のみなさまとともに
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日新製鋼は社会の一員として地域社会との共生を図るために、全国７事業所周辺の清掃活動や
地域ボランティア活動、またインターンシップの受け入れや地域行事への参加を通じて地域との
コミュニケーションを深めています。 

2009 年 4月5日、同年で13 回目を数える地 元の祭り
「警固屋さくら祭」が開催され、太鼓演奏や民踊などのイ
ベント、地域の各団体による売店などが催されました。呉
製鉄所の音楽部「シルバーサウンズ」も出演し、熱のこもっ
た演奏を行いました。また警固屋地区の当社社員・OBも
模擬店出展で参加しました。 

2009 年9月6日に開催された「いちかわ産フェスタ」に
出展しました。市川製造所は、市川港開発協議会の一員
としてこのイベントに第1回から参加しています。多くの
家族連れでにぎわう会場の中、今回は「鉄ができるまで」
というテーマで、鋼板にめっきや塗装を行う当所の技術や
製品を紹介しました。

2009 年 8月1日、「35回サンフェスタしんなんよう」に、
同年に設立 50 周年を迎えた当社の新たな決意と感謝を
こめて企業神輿として参加しました。当日は頭領の掛け声
で力強く神輿を担いで沿道を練り歩き、多くの観客のみな
さまから声援をいただきました。また感謝の気持ちを込
めてお餅・団扇をお配りしました。 

2009 年 6 月 22 日、市川製造所では 6 月の環境月間の
行事として製造所周辺の一斉清掃を実施しました。総勢
109 名で江戸川対岸路沿い、公共道路沿いのゴミ拾いを
行い、周辺区域の環境美化に努めるとともに、社員の環
境への意識を高めることができました。 

呉製鉄所／警固屋さくら祭 

市川製造所／いちかわ産フェスタ
に出展

市川製造所／製造所周辺
一斉清掃の実施  

周南製鋼所／「サンフェスタしんなん
よう」に企業神輿参加 

株主・投資家のみなさまとともに 地域社会とともに

Sociality Report
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東予製造所では、2009 年 7月5日に西条市海事振興会
主催で行われた高須海岸の清掃活動に、希望者を募って
参加しました。当日は、ゴミ袋を手に、海岸を端から端ま
で歩き、捨てられている空き缶や吸い殻、ゴミ、海岸に打
ち上げられた漂着物を分別回収して、海岸がきれいになり
ました。  

2009 年11月21日 に 呉 製 鉄 所 や 協 力 会 社 の 社 員 約
100 名が参加して「直協労地域清掃ボランティア」を行い
ました。6班に分かれて約2 時間半、製鉄所周辺地域の道
路のゴミ拾いや草刈りを行いました。同年で5 年目となっ
たこの活動、年々地域のゴミが減ってきていることが実感
できます。 

地域社会ボランティア活動の一環として、2009 年11月
6日、協力会社 25 社、総勢52名が参加して肌合漁協周辺
市道の清掃を実施しました。

ビニール袋を片手にゴミ拾いと草抜きを行ったり、ス
コップでの溝掃除や草刈機を用いた除草作業など、地域
環境の美化に向けて力を合わせ取り組みました。  

2009 年 8 月 24 日から 5 日間、近隣の宮原中学校 2 年
の生徒 3 名が職場体験を行いました。この取り組みは、
呉市の教育プログラム「キャリア・スタート・ウィーク」
によるもので、同年で 3 年目となります。最初は緊張し
ていた 3 名も、次第に仕事に慣れ、プログラムを無事に
終了し、充実した職場体験となりました。 

東予製造所／高須海岸清掃活動

呉製鉄所／直協労地域清掃
ボランティア 

呉製鉄所／呉市中学生キャリア ･
スタート ･ ウィーク受け入れ 

周南製鋼所／日新周南会清掃
ボランティア活動 

地域社会とともに
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2010 年1月22日から1週間、東予高校機械科2 年の生
徒 2名をインターンシップとして受け入れました。これは
地元高校生に就業体験をしてもらうためのプログラムで、
ロール研磨、塩素回収、動力、材料試験など各現場で実習
を行い、各ラインの簡単な操作や鋼材の引っ張り試験な
ども体験してもらいました。 

在宅の心身障がい者福祉作業所「つくしの家」への支援
活動として、2009 年11月9日、「つくしの家」支援 BOXを
周南製鋼所体育館玄関前に設置しました。この BOXは、
家庭で不要となった資源物の回収 BOXで、ここで回収し
た資源物の収益等によって「つくしの家」を支援する活動
を行っていきます。 

2009 年 7月の集中豪雨により甚大な被害に見舞われ
た防府市の復旧活動に、7月31日、8 名がボランティア活
動として参加しました。被災地は重機が入ることのできな
い場所が大半で、人力による作業が必要だったため、少し
でも被災者の方々の助けになればと復旧活動に取り組み
ました。

年間約 30 万人超の来園者がある徳山動物園の開園 50
周年を記念し、当社ステンレスを使用した「ステンレス
製ゴミ箱」を寄贈しました。この寄贈は、当年で 3 年連続
となり、市長より感謝状をいただきました。このゴミ箱
は、園内の環境美化と、子供たちへの資源の回収・ゴミの
分別への理解促進に活用いただいています。 

東予製造所／インターンシップ
受け入れ

周南製鋼所／心身障がい者福祉作業
所「つくしの家」支援 BOX 設置 

周南製鋼所／「周南市徳山動物園50周年」
にあたりステンレス製ゴミ箱を寄贈 

周南製鋼所／災害復旧ボランティア
活動参加 

Sociality Report
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日新製鋼グループは、社会と調和し、良き企業市民であるために、人財開発・育成、要員体制、
組織体制の充実を図るとともに、社員が安全で生き生きと働けるための職場環境づくりに力を
入れています。 

社員とともに

当社では、企業を構成する社員の成長こそが企業の成
長につながると考え、事業活動の主体である社員を「人
財」と位置付けています。長期的視野に立った企業体質の
強化のために、OJTや階層別教育等に計画的に取り組む
とともに、社員が具体的目標を持って自ら成長していくた
めに、各種研修制度、ジョブローテーションなどのプログ
ラムを整備しています。 

当社では、社員一人ひとりの行動の基準となる「行動
規範」に人権の尊重に関する決意を掲げています。人権
を尊重し、国籍、人種、民族、信条、宗教、性別、年齢、身体
的特徴等に基づくあらゆる差別および差別につながる行
為を一切排除し、社員はもとより事業活動に関係するす
べての人々の人権を尊重した、明るく働きやすい職場づ
くりに努めています。 

当社では障がい者雇用は企業の社会的責任と認識し、
障がい者雇用を積極的に推進しています。2009 年度の
障がい者雇用率は 1.87％であり、法定雇用率 1.8％を上
回っています。今後、さらに受け入れ体制の充実を進め、
雇用拡大に努めていきます。

また高齢者の再雇用にも力を入れており、2004 年度よ
り定年退職者再雇用制度を導入して希望者を再雇用して
います。直近 3 年間では定年退職者の約 60％が同制度を
利用し、定年退職後も各職場で活躍しています。

 

当社では、社員の健康維持・増進のため、全社員を対象
に定期健康診断を実施するとともに、35 歳以上の全社員
が対象の生活習慣病健診、新型インフルエンザ対策、職場
教育やカウンセリングといったメンタルヘルス対策など
に取り組み、社員の心と体の健康管理に努めています。 

当社では、ワークライフバランスの実現を目指し、育
児休業制度や介護休業制度を導入して、社員がそれぞれ
のライフステージに合わせて仕事と家庭を両立できるよ
うに努めています。

また、次世代育成支援対策推進法に基づいた行動計画
を定め、働きやすい仕事環境の整備に積極的に取り組む
とともに、社内の育児関連諸制度に関する社員向け啓蒙
冊子を制作し、制度の活用促進に力を入れています。

人材育成 社員の健康管理

ワークライフバランス
人権を尊重した職場づくり

高齢者・障がい者雇用の取り組み

健康教室

OJT 発表会
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 Voice

尼崎製造所では春と秋の年2回、消火器、屋外消火栓、
小型動力ポンプを用いた火災訓練とＡＥＤ、空気呼吸器
を用いた救護、搬送訓練の総合訓練を行っています。普
段使用することのない消防設備や救護設備の取り扱いを
身をもって学ぶ場です。

企画するときには訓練がマンネリ化しないようにリア
リティをもたせ、参加者の役割が固定しないように気を
つけています。訓練時には全員が真剣に取り組み、訓練
の重要性とともに防災の大切さを認識していることが実
感できます。

今後は、全社員が消防設備機器を正しく取り扱えるよ
うになること、火災だけでなく大型地震発生時の訓練も
取り入れることが目標です。 

尼崎製造所 製造技術チーム
業務作業長
楠元　憲太郎 

リアリティある訓練で有事に備える 	

■防災適用法令の周知・遵守の徹底
防災適用法令の動向の周知と遵守を徹底し、コンプライ
アンスの強化を図っています。

各製造所では、環境事故・防災事故ゼロを目指し、定期
的に環境施設パトロールや油類流出を想定した訓練を実
施しています。訓練では、海上保安部、漁業共同組合、関
係企業等の協力を得ながら、職場防災隊、自衛防災隊、関
係・協力会社のメンバーで、通報やオイルフェンス展張、オ
イルマット散布などの訓練を反復し、防災技術の向上に努
めています。

当社は、①防災ルールの遵守と防災技術の事例研究を
踏まえたＰＤＣＡサイクルの実行、②防災訓練・教育を通
じた基本動作・対応策の修得、③設備点検・診断結果の「観
える化」活動を通じた防災技術の強化、の３本柱を軸に保
安防災活動を推進しています。

「観える化」活動を通じて、課題を明らかにして防災対策
の質的アップを図っています。
■異常時処置基準カードに基づく訓練
いざという時の適切な初期対応を異常時処置基準カード
に明示し訓練しています。

＜防災技術の向上＞
■設備点検結果の活用
設備点検で発見された異常状態や設備劣化診断結果を、
設備の補修や更新計画に展開しています。
■新設・改造設備の防災アセスメントの徹底
防災アセスメントを通して、安全防災対策や法との整合
性などに漏れがないか、確認を徹底しています。
■「観える化」「リスクマネジメント」活動による防災
　  管理のレベルアップ

「観える化」「リスクマネジメント」活動の視点を活かし
て、防災管理のレベルアップを図っています。
＜防災ルール遵守＞
■危険物・工事火気取り扱い・燃焼管理手順の遵守の徹底
■防災 3S の徹底
危険物や可燃物を火種から徹底的に隔離し、防災事故が
起きる要因を排除しています。

保安防災活動への取り組み

総合環境・防災訓練の実施

保安防災活動内容

異常時の処置要領掲示板 

総合防災訓練 オイルフェンス展張訓練

1.「観える化」活動による課題発掘と解決

2. 防災技術の向上と防災ルール遵守の徹底
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